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１．本市におけるヤングケア

ラー支援の取組について 

 

【質問趣旨】 

大人に代わり日常的に家族

の介護や家事を担うヤングケ

アラーに関し、全国の小中学

校の教員３０９人に対して一

般社団法人ヤングケアラー協

会がインターネットで２月に

実施した調査で、統一的な対

応指針が学校にあったかどう

かについて「なかった」との

回答が７１．２％に上ったこ

とが５月１３日、分かった。

ヤングケアラーに関する研修

を受けた教員は２２．３％だ

った。対応指針の設問の回答

は、「なかった」の他は「あっ

た」８．１％「分からない」

２０．１％などとなった。協

会の代表理事は「ヤングケア

ラーを適切な支援につなぎ、 

 

 

 

 

 

（１）社会への広報・啓発に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談窓口の整備と拡充

について 

 

 

 

 

 

① まずは、ヤングケアラーについて広く知ってもらうことが重要と考えるが、パン

フレットの配布や子ども・教職員へのアンケートについては、どのように取り組

んでいるのか伺う。 

② 啓発資材の作成・配布、気づきを促す工夫が必要と考えるが見解を伺う。 

③ 本市は、令和６年に市の職員や民生委員らに向けたヤングケアラーの研修を実施

した。様々な意見があったと伺うが、どのような成果が得られたのか伺う。 

④ 本年も研修に取り組むと伺うが、どのような研修を予定しているのか伺う。 

⑤ 愛知県は、家庭のケアを担う子どもに、相談しても良いのだと気づいてもらえる

よう、支援につながったヤングケアラー当事者の声や相談先等を記載した子ども

向けパンフレットを作成した。「知っていますか？ヤングケアラーのこと」と題

して、パンフレットの内容を見ることができる動画と日本語版と外国語版のパン

フレットのＰＤＦデータをホームページに掲載している。本市のホームページか

らもリンクできるよう掲載してはどうかと考えるがいかがか。 

⑥ 企業や地域団体などが支援に関する啓発活動に参加する機会を増やすことが重

要と考えるが、どのように取り組んでいるのか伺う。 

 

① ヤングケアラー本人や家族が安心して相談できる環境の整備が重要と考えるが、

こども若者家庭センターの相談体制整備は整っているのか伺う。 

② こども若者家庭センター、学校、地域団体、ヤングケアラーコーディネーターな

ど、多様な相談窓口の整備が重要と考えるが、現状と今後の取組について伺う。 

③ オンライン相談やＳＮＳ相談など、相談しやすい方法も検討する必要があると考

えるがいかがか。 
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教員の負担を減らすためにも 

明確な指針の策定が必要だ。 

自治体など外部との連携強化 

や、教員への研修充実も求め 

られる」と指摘している。調 

査結果によると、ヤングケア 

ラーを把握するのが難しい 

理由としては、「家庭内の事情

に立ち入ることへのちゅうち

ょ」が６４．７％で、「生徒本

人が自覚していない場合があ

る」５５．０％、「普段の関わ

りでは分からないケースが多

い」５１．１％と続いた。必

要とする校内での支援策は

「情報共有」が５６．６％、「養

護教諭や担任中心の個別支

援」は５４．４％、「自治体と

の連携」が３９．２％だった。

自由記述では「福祉関係との

連携があいまい。はっきりと

した役割分担が必要だ」との

意見があった。 

 

 

 

 

 

（３）専門家との連携につい

て 

 

 

 

 

（４）支援策の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 介護職やケアマネージャー、学校の先生などがヤングケアラーの状況を把握し適

切な支援につなげる体制の整備については整っているのか伺う。 

② 本市に関しては、まだヤングケアラーについての取り扱い件数はそれほどないと

伺うが、コーディネーター等につなげるような事案が発生した場合どのように対

応していくのか伺う。 

 

① ヤングケアラーの事案が発見されたら支援策が必要になってくる。介護保険サー

ビスの利用促進、家事・育児サービスの利用促進、学習支援、就労支援などヤン

グケアラーのニーズに応じた支援策の検討が必要となるが、どのように考えるの

か見解を伺う。 

② 事案によっては、企業の働き方改革、リモートワークの推進などヤングケアラー

の親に対する負担軽減も必要と考えられるが取組の推進についての見解を伺う。 

③ 当事者同士が語り合える場（サロン）も必要に応じて開催する必要があると考え

るがいかがか。 

④ 訪問支援員が、家事・子育て等に対して不安・負担を抱えた子育て家庭、妊産婦、

ヤングケアラー等がいる家庭の居宅を訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴す

るとともに、家事・子育て等の支援を実施することにより、家庭や養育環境を整

え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐ「子育て世帯訪問支援事業」に本市もヤ

ングケアラー等を対象に本年度から取り組むと伺うが、予防の観点での取組と感

じるが、具体的にどのように取り組むのか伺う。 
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このような調査結果がある中 

本市のヤングケアラー支援の 

取組について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）支援体制の整備につい

て 

 

 

 

 

 

（６）課題解決について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 国・県・市が連携してヤングケアラー支援に関する調査研究、研修、広報活動な

どを推進する体制の整備が必要と考えるが現状と今後の取組について伺う。 

② 支援機関の情報共有や連携をさらに強化することが重要と考えるが、見解を伺

う。 

③ ヤングケアラーに関する専門家やコーディネーターの人材育成に取り組むこと

が重要と考えるが、今後どのように取り組んでいくのか伺う。 

 

① 課題としては、家庭の支援関係者や学校など日頃から子どもの身近にいる人々が

いかに早く子どもの負担に気づき、相談窓口につなげていくかが重要と考える。

そのため、他分野の関係機関を対象に早期発見や理解促進、連携強化に向けた研

修会を実施するとともに、ヤングケアラーに気づくためのチェックシートや相談

から支援の流れを見える化し共有することで迅速かつ円滑な相談につながるよ

うな取組が重要と考えるが見解を伺う。 

② ヤングケアラーは親などが病気や障害、困窮など複合課題を抱えつつも上手く支

援につながらず、結果子どもが家事やケアなど重い責任や負担を担う場合が多い

ことから教育や学校だけでなく障害や高齢者、困窮者支援など他分野の関係機関

が連携し家庭を包括的に支援することが求められていると考えるが見解を伺う。 

③ さらなる広報・啓発、また、新たな事案が発見された場合、複雑な事案に対して

も対応できる支援策、支援体制の構築も今後必要になってくると考えるが市長の

見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 


